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1．はじめに 

XML(eXtensible Markup Language)は，1998 年 2 月

10 日に W3C(World Wide Web Consortium)が勧告

(XML1.0 勧告)を公表したマークアップ言語である．

XML は図 1 で示すような構造化データをテキストデー

タで記述し，インターネットにおいて柔軟に情報共有を

行うことができるように設計された汎用データ記述言語

である１）． 
XML は企業間のエレクトロニック・コマース，サプ

ライチェーン・マネジメント，ナレッジ・マネジメント，

また，e-Japan 構想などにおいて注目されている．建設

業界においては，国土交通省(旧建設省)が成果品の電子

納品の標準化に向けて XML を採用した．この要領案等

において XML を採用したのも，XML がインターネット

上でデータを柔軟に扱える特性が有効と判断したことに

よると思われる． XML が普及するとともに建設業界や

大学などの教育現場においても XML が広く使用される

ことが考えられる． 
そこで本研究では，XML を用いた Web データベース

を構築すると共に，体裁指定に XSLT･CSS2 を使用した．

そして，XML の関連規格である XPath を用いて簡易な検索システムを構築することにより i-mode 用のオリ

ジナル辞書を作成した．またサーバサイドでの XML データ処理に Active Server Pages(以下，ASP)を併用し

て，i-mode から新規 XML データのサーバへの書込みを可能にした。 
このシステムを構築することにより，各人の知識を効率的に蓄積することができ，その知識情報を閲覧し活

用することで知識情報の共有化，再利用化が可能になる．このことは効率的に知識を得るという教育上の面か

らも価値の高いことがいえる． 
 構築する Web データベースのサンプルデータは土木学会が発行しているコンクリート標準示方書(施工編)
の用語の定義 2)に記載されている用語を使用した． 
２．i-mode について 
 i-mode は 1999 年 2 月に NTT ドコモがサービスを開始しており，移動体端末のインターネットツールとし

て脚光を浴びている．i-mode の Web ページの記述には、NTT ドコモが独自に開発したコンパクト HTML(以
下，C-HTML)が用いられている．C-HTML は，HTML2.0/3.2/4.0 の下位互換に携帯電話用の若干の拡張機能

を加えたものである 3)．よって i-mode 対応機の内部ブラウザは，通常の HTML によって記述された Web ペ

ージも閲覧できる．1 ページに表示できる容量の大きさや画面フレームなどの制約はあるが，移動体端末とし

ての可能性は大きくサービスエリアであれば場所，時間などを気にせず利用することが可能である．i-mode
を活用することで必要なデータを必要なとき

に閲覧することが可能になる． 
3．システムの概要 
 XMLデータを格納するサーバに図2で示す

ように米国エクセロン社の開発した XML デ

ータサーバである eXtensible Information 
Server3.0(以下，XIS)を使用した．XIS は XML
データをツリー構造のかたちでそのまま格納

することが可能である．また，XML パーサ，

XPath プロセッサ，XSLT プロセッサ等をサ

ポートしている．Web クライアントである
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図 2 システムの概要 



i-mode がデータにアクセスする場合は，XML データをサーバサイドで HTML に変換処理させるため，クラ

イアント側の環境に依存することなく表示させることが可能である． 
4．XML と XSLT スタイルシート 
 作成するデータの関係は，図 3 のようになって

いる．従来の代表的な Web ブラウザの閲覧言語で

ある HTML では表示する画面ごとに必要なデー

タを記述する必要があったが、XML ではスタイル

シートを併用することにより 1 つの XML データ

に対してクライアントの要求に応じた様々なデー

タの表示が可能になる．本研究においては，i-mode
のスタイルシートとして，検索画面を表示させる

スタイルシート，検索し候補に挙がったデータを

表示させるスタイルシート，そして候補の中から

選択したデータを表示させるスタイルシートを用

意した．こうすることで，1 つの XML ファイルを

管理するだけでシステム全体に影響させることができる． 
5．i-mode での XML データの表示 
  i -mode で表示される画面は，図 4，5，6，7 のようになる．図 4のトップ画面に，検索項目に用語の頭文

字で検索する場合と文字を入力し検索する場合を用意した．そして検索結果を候補という形で図 6 に示すよう

に用語だけを抽出し表示させる．クライアントが必要としている用語を選択して図 7 で示すような用語とその

説明が表示される． 

6．ASP(Active Server Pages)による新規 XML データの書き込み 
ASP は，Web サーバの技術の一種で CGI をより発展させ動的な Web ページを

作成することができる技術である 4)．この ASP を使用し本研究で作成したデータ

ベースを i-mode で更新できるようにした．図 8は，XIS への XML データ入力フ

ォームの画面である． 
この ASP の導入によりクライアントがサービスエリア内にいればどこからで

も XIS への新規 XML データの書き込みが可能になる．この ASP の技術により

XML の特徴である拡張性を引き出すことができる．更に複数人で使用することに

より簡単に膨大なデータを蓄積，共有，再利用することが可能になる． 
7．まとめ 
 本システムを構築したことにより i-modeでXMLデータをクライアントの要求

に応じた形で閲覧することが可能になった．また，ASP を使用することにより動

的で対話型の Web サーバアプリケーションを構築することができた．この成果に

より，大量のデータを XML データサーバに格納することによりデータに永続性を持たせ，i-mode で使用す

ることにより効率的に知識を得ることが可能となった．更にシステムを複数人で使用することにより知識の共

有化が図れ，教育上価値の高いシステムが構築できたといえる． 
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図 3  XML とスタイルシートの関係 
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